うな 独創力と 耐久力 を 併有して いるよう な 種類の 人間 

ききょう がんきょう 

は、 同時に その 性状が 奇矯で 頑強で ある 場合が 多い 

から、 学者と 言つ て も 同じく 人間で あると ころの 同学 

や 先輩の 感情 を 害する y J とが 多 いとい う 事実 も 争われ 

ない ので ある。 そういう 風変わりな 学者の 逆境に 沈む 

の は 誠に やむ を 得ない ことか もしれ ない。 そうして、 

またそう いう 独創的な 仕事の 常と して 「きず だらけの 

玉」 といった ような ものが 多い から、 アカデミックな 

立場から 批評し て そのき ず だけ を 指摘 すれば これ を 葬 

り 去る の は 赤子の 手 をね じ 上げる よりも 容易で ある。 

そうして みがけば 輝くべき 天下の 美 玉が 塵 塚に 埋めら 



ると いいが な あ」 と 嘆息して いた。 そうして、 やっと 

分光器が 手に入って 実験 を 始める と まもなく 一 つの 

「発見」 を 拾い上げた。 それ は 今日 彼の 名に よって r ラ 

マン 効果」 と 呼ばれる ものである。 田舎から 出て 来た 

た ごさく ひのきぶたい 

ばかりの 田 吾作が 一 躍して 帝都の 檜 舞台の 立て役者に 

なった ような ものである。 そうして 物理学者 としての 

最高の 栄冠が 自然に y 」 の 東洋学 者の 頭上 を 飾る ことに 

なって しまった。 思う にこの 人 もや はり 少し 変わった 

人で ある。 多数の 人の 血眼に なって いきせ き 追つ かけ 

る いわゆる 先端的 前線な ど は、 てんで かまわな いよう 

な 顔 をして のんき そうに 骨董い じり をして いるよう に 



半分 は 生きて いられた。 今の 日本 は 有機的の 個体で あ 

る。 三分の 一死んでも 全体が 死ぬ であろう。 

この 恐ろしい 強敵に 備える 軍備 は どれ だけ あるか。 

政府が これに 対して どれ だけの 予算 を 組んで いるかと 

人に 聞いて みても よく わからない。 ただき わめて 少数 

な 学者た ちが 熱心に 地震の 現象と その 生 因なら びに こ 

れ による 災害 防止の 研究に 従事して いる。 そうして 実 

きんしょ-つ 

に 僅少な 研究費 を 与えられて、 それで 驚くべき 能率 

を 上げて いるよう である。 おそらく は 戦闘 艦の 巨砲の 

一 発の 価、 陸軍 兵員の 一 日 分の たくあんの 代金に も 足 

りない くらいの 金を使って 懸命に 研究し、 そうして 世 



立派な 都市が できる。 もう 一 べん 突きく ずしても また 

あ J 

同様で ある。 蟻に はそう する ょリ ほかに 道がない であ 

ろう。 

人間 も 何度 同じ 災害に 会っても 決して 利口に ならぬ 

ものである こと は 歴史が 証明す る。 東京 市民と 江戸 町 

人と 比べる と、 少なくも 火事に 対して はむしろ 今の ほ 

うが だいぶ 退歩して いる。 そうして 昔と 同等 以上の 愚 

を 繰り返して いるので ある。 

昔の 為政者の 中には まじめに 百年 後の 事 を 心配した 

もの もあった ようで ある。 そういう 時代に、 もし 地震 

学が 現在の 程度ぐ らいまで 進んで いたと したら その子 



て はならない と 思った。 この 「おもしろ いな」 が 数千 

年の 間に われらの 祖先が 受けて 来た 試練の 総勘定で あ 

るか もしれ ない。 そのお かげで 帝都の 復興が 立派に で 

> J うず い 

きて、 そうして 七 年後の 今日に おける 円 タクの 洪水、 

ジャズ、 レビ ュ— の あらしが 起こった のか もしれ ない。 

三 島の 町の 復旧 工事の 早い のに も 驚いた。 この 様子 

こんせき 

では 半月 もた つ た 後に 来て 見たら もう 災害の 痕跡 はき 

れいに 消えて いるので はない かとい う 気 もした。 もつ 

と 南の ほうの 損害の ひどかった 町村で はお そらく そう 

急に は 回復が む つかしいで あろうが。 

三 島 神社の 近くで だいぶ ゆすぶられ たらしい 小さな 



ない。 これが 杞 人の 憂いで ある。 

(昭和 六 年 一 月、 中央 公論) 
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